
 

 

 

 

心地よい生活の中で、食事・睡眠・排泄・清潔・着脱の 

基本的生活習慣を育んでいく 

日々の生活の中で、ズボンや靴を履いてみようとするなど、身の回りのことを自分

でやってみようとする姿が見られるようになってきました。ぐんぐんさんやお友だ

ちが自分でやってみる姿も、やってみたいという刺激となっているようです。難し

いところは援助しながらも、自分でできた！という嬉しさを、一緒に共有し喜び合

うなかで、次も挑戦してみようとする気持ちが芽生えているように感じます。 

高月齢児を中心に、おしっこが出たときに、「でた」と知らせてくれる姿も見られる

ようになってきました。自分で出たという感覚がわかってきていることも素晴らし

い成長ですね。おしっこが出たからさっぱりしに行こうね。と言葉にしながら清潔

になる心地よさを感じ、意識できるように関わっています。 

また、手洗いが大好きな子が多く、「あわあわ」と意欲的に手洗いをする姿も。散歩

から帰ってきた後や食事の前には手を洗って清潔にすることを、毎日繰り返し行っ

ていく中で、自ら手洗い場に向かう姿も。自分なりのこだわりやタイミングをもっ

ている子どもたちです(*^-^*) 

食事では、食具に興味関心をもち、スプーンを器用につかって口元まで運ぶ姿が見

られるようになってきました。後期食になり、おやつが始まった子もいて、いろい

ろな食材に触れながら、お友だちと一緒に食べる時間も子どもたちにとって 

大好きな時間となりました♪ 

 

 

 

 


